
土
地
利
用

横
浜
市
は
、市
域
の
北
西
部
に
多
摩
丘
陵
、南
部
に
三

浦
丘
陵
に
連
な
る
丘
陵
部
が
あ
り
、そ
こ
か
ら
鶴
見
川

を
は
じ
め
と
し
た
８
つ
の
本
流
と
58
の
支
流
が
流
れ
る
地

形
に
あ
り
、坂
や
傾
斜
地
が
多
く
起
伏
に
と
ん
だ
複
雑

な
地
形
に
あ
り
ま
す
。

市
域
の
お
よ
そ
77
％
が
市
街
化
区
域（
す
で
に
市
街

地
を
形
成
し
て
い
る
区
域
及
び
概
ね
10
年
以
内
に
優
先

的
か
つ
計
画
的
に
市
街
化
を
図
る
べ
き
区
域
）で
、23
％

が
市
街
化
を
抑
制
す
る
べ
き
市
街
化
調
整
区
域
で
す
が
、

市
街
化
区
域
の
中
に
市
街
化
調
整
区
域
が
入
り
込
む
よ

う
に
分
布
し
て
お
り
、市
街
地
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
緑
地

や
川
な
ど
が
あ
る
こ
と
が
横
浜
の
一
つ
の
特
徴
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
市
域
の
18
％
が
自
然
的
な
利
用
、住
宅
用
地
は

36
％

市
の
総
面
積
約
４
３
５・８
K
㎡
の
う
ち
、農
地
や
山

林
、河
川
な
ど
の
自
然
的
な
土
地
利
用
は
約
18・2
％
、住

宅
や
商
業
施
設
、工
業
施
設
な
ど
都
市
的
土
地
利
用
は

81・８
％
で
す
。都
市
的
土
地
利
用
の
中
で
も
、住
宅
用
と

し
て
の
利
用
は
35・６
％
で
、店
舗
や
業
務
用
な
ど
と
し
て

の
利
用
が
4・4
％
、工
場
や
運
輸
倉
庫
な
ど
工
業
系
の

利
用
が
８・６
％
、公
園・ゴ
ル
フ
場
な
ど
が
４・８
％
、そ
し

て
道
路
は
15・５
％
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
１
）。過
去
と

比
較
す
る
と
、工
業
施
設
用
地
や
農
地・樹
林
地
の
割
合

が
減
少
し
、「
住
宅
用
地
」の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

１
９
６
０
年
代
以
降
、人
口
の
急
激
な
増
加
と
並
行
し

て
、鉄
道
や
道
路
の
交
通
網
の
整
備
が
進
み
、市
街
地
が

市
郊
外
部
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
市
街
化
に

伴
い
、上
下
水
道
や
公
園
、学
校
な
ど
の
整
備
も
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

■
鉄
道
の
１
日
平
均
乗
車
人
員
は
延
べ
４
２
８
万
８

千
人
で
、近
年
は
増
加
傾
向

現
在
、
市
内
に
は
１
６
１
の
鉄
道
駅
が
あ
り
、
１
日

平
均
の
乗
車
人
員
は
延
べ
４
２
８
万
８
千
人
に
上
り
ま

す
（
図
2
）。
特
に
横
浜
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
、
東
急
東
横
線
、

み
な
と
み
ら
い
線
、
京
浜
急
行
線
、
相
模
鉄
道
線
、
市

市
街
地
の
拡
大
と
交
通
網
の
発
達

横
浜
市
の
地
形
と
土
地
利
用

営
地
下
鉄
が
通
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
し
て
市
民
や
来
街

者
に
と
っ
て
重
要
な
交
通
拠
点
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

エ
リ
ア
内
に
お
い
て
も
、
新
宿
、
池
袋
、
東
京
に
次
い
で

４
番
目
に
乗
車
人
員
の
多
い
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
鉄
道
駅
の
乗
車
人
員
の
推
移
を
み
る
と
、
１

９
９
０
年
代
中
盤
に
前
年
よ
り
減
少
し
た
時
期
が
あ
り

ま
す
が
、
み
な
と
み
ら
い
線
や
市
営
地
下
鉄
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
ン
な
ど
新
た
な
路
線
の
開
通
も
あ
っ
て
、
長
期
的
に

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
路
線
別
に
み
て
も
、
近
年
は
各

路
線
と
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
さ
ら
に
、
相
鉄

本
線
西
谷
駅
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
貨
物
線
を
通
り
東
急

東
横
線
・
目
黒
線
日
吉
駅
に
つ
な
が
る
神
奈
川
東
部
方

面
線
な
ど
に
よ
る
新
た
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
も

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
路
線
バ
ス
は
市
営
の
ほ
か
民
間
9
社
が
市
内

を
運
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
市
営
バ
ス
は
、
２
０
１

８
（
平
成
30
）
年
３
月
末
現
在
で
停
留
所
が
１
２
７
4

か
所
で
、
一
日
平
均
の
利
用
者
数
は
1
9
8
0
（
昭

和
55
）
年
の
約
46
万
人
か
ら
大
き
く
減
少
し
て
、
近
年

は
約
33
万
人
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

■
道
路
交
通
量
、混
雑
度
は
大
都
市
中
最
も
高
い

横
浜
市
の
平
日
12
時
間
の
交
通
量
（
2
0
1
5
（
平

成
27
）
年
度
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
）
は
２
万
３
９
０
０
台

で
、
２
０
１
０
年
調
査
と
比
べ
大
き
な
増
減
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
東
京
都
区
部
を
含
め
た
大
都
市
の
中

で
も
最
も
多
く
、
大
都
市
平
均
（
１
万
５
１
５
８
台
）

の
約
１・６
倍
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、平
日
の
混
雑
度
（
交

通
容
量
に
対
す
る
交
通
量
の
比
）
も
０
・
９
９
で
、
東

京
都
区
部
や
川
崎
市
（
い
ず
れ
も
０
・
９
４
）、
さ
い
た

ま
市
（
０
・
９
３
）
な
ど
首
都
圏
の
他
都
市
と
比
べ
て
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
は
、
計
画
さ
れ
て
い
る
延
長
約
６
７

７
㎞
の
う
ち
整
備
済
は
4
5
7
㎞
余
り
、
整
備
率
は
約

68
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
政
令
指
定
都
市
の
中
で
は
さ

い
た
ま
市
に
次
い
で
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
が
（
図
３
）、

現
在
も
３
本
の
環
状
道
路
と
、
市
中
心
部
と
郊
外
部
と

を
結
ぶ
10
本
の
放
射
道
路
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

■
イ
ン
フ
ラ
施
設
や
公
共
建
築
物
の
多
く
が
整
備
後

30
年
以
上
経
過

市
民
が
日
常
的
に
利
用
す
る
道
路
や
鉄
道
、
上
下
水

道
、
公
園
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
は
、
都
市
を
形
成
す

る
基
盤
と
し
て
、
人
口
の
急
増
や
市
街
化
の
進
展
な
ど

に
対
応
す
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
は
利
用
が
始
ま
っ
て
か
ら
30
年

以
上
経
過
し
て
い
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図

４
）。
ま
た
、学
校
や
市
営
住
宅
な
ど
の
公
共
建
築
物
も
、

１
９
６
０
年
代
か
ら
１
９
９
０
年
頃
に
集
中
的
に
整
備
さ

れ
た
た
め
、
多
く
の
施
設
が
整
備
後
30
年
以
上
経
過
し

老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
施
設
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
学
校
施
設
は
、
そ
の
８
割
が
築
30
年
を
超
え
て

い
る
状
況
で
す
。
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30

4

55

46

33
ま
た
、
路
線
バ
ス
は
市
営
の
ほ
か
民
間　

社
が
市
内

を
運
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
市
営
バ
ス
は
、
２
０
１

８
（
平
成　

）
年
３
月
末
現
在
で
停
留
所
が
１
２
７　

か
所
で
、
一
日
平
均
の
利
用
者
数
は
1
9
8
0
（
昭

和　

）
年
の
約　

万
人
か
ら
大
き
く
減
少
し
て
、
近
年

は
約　

万
人
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

■
道
路
交
通
量
、混
雑
度
は
大
都
市
中
最
も
高
い

横
浜
市
の
平
日
12
時
間
の
交
通
量
（
2
0
1
5
（
平

成
27
）
年
度
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
）
は
２
万
３
９
０
０
台

で
、
２
０
１
０
年
調
査
と
比
べ
大
き
な
増
減
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
東
京
都
区
部
を
含
め
た
大
都
市
の
中

で
も
最
も
多
く
、
大
都
市
平
均
（
１
万
５
１
５
８
台
）

の
約
１・６
倍
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、平
日
の
混
雑
度
（
交

通
容
量
に
対
す
る
交
通
量
の
比
）
も
０
・
９
９
で
、
東

京
都
区
部
や
川
崎
市
（
い
ず
れ
も
０
・
９
４
）、
さ
い
た

ま
市
（
０
・
９
３
）
な
ど
首
都
圏
の
他
都
市
と
比
べ
て
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
は
、
計
画
さ
れ
て
い
る
延
長
約
６
７

７
㎞
の
う
ち
整
備
済
は
4
5
7
㎞
余
り
、
整
備
率
は
約

68
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
政
令
指
定
都
市
の
中
で
は
さ

い
た
ま
市
に
次
い
で
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
が
（
図
３
）、

現
在
も
３
本
の
環
状
道
路
と
、
市
中
心
部
と
郊
外
部
と

を
結
ぶ
10
本
の
放
射
道
路
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

■
イ
ン
フ
ラ
施
設
や
公
共
建
築
物
の
多
く
が
整
備
後

30
年
以
上
経
過

市
民
が
日
常
的
に
利
用
す
る
道
路
や
鉄
道
、
上
下
水

道
、
公
園
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
は
、
都
市
を
形
成
す

る
基
盤
と
し
て
、
人
口
の
急
増
や
市
街
化
の
進
展
な
ど

に
対
応
す
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
は
利
用
が
始
ま
っ
て
か
ら
30
年

以
上
経
過
し
て
い
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図

４
）。
ま
た
、学
校
や
市
営
住
宅
な
ど
の
公
共
建
築
物
も
、

１
９
６
０
年
代
か
ら
１
９
９
０
年
頃
に
集
中
的
に
整
備
さ

れ
た
た
め
、
多
く
の
施
設
が
整
備
後
30
年
以
上
経
過
し

老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
施
設
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
学
校
施
設
は
、
そ
の
８
割
が
築
30
年
を
超
え
て

い
る
状
況
で
す
。
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営
地
下
鉄
が
通
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
し
て
市
民
や
来
街

者
に
と
っ
て
重
要
な
交
通
拠
点
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

エ
リ
ア
内
に
お
い
て
も
、
新
宿
、
池
袋
、
東
京
に
次
い

で
４
番
目
に
乗
車
人
員
の
多
い
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
鉄
道
駅
の
乗
車
人
員
の
推
移
を
み
る
と
、
１

９
９
０
年
代
中
盤
に
前
年
よ
り
減
少
し
た
時
期
が
あ
り

ま
す
が
、
み
な
と
み
ら
い
線
や
市
営
地
下
鉄
グ
リ
ー
ン

ラ
イ
ン
な
ど
新
た
な
路
線
の
開
通
も
あ
っ
て
、
長
期
的

に
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
路
線
別
に
み
て
も
、
近
年
は

各
路
線
と
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
︑
現
在
は
︑
相

互
乗
り
入
れ
を
可
能
に
す
る
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
︵
西

谷
～
羽
沢
横
浜
国
大
︶
︑
相
鉄
・
東
急
直
通
線
︵
羽
沢

横
浜
国
大
～
日
吉
︶
の
整
備
な
ど
︑
新
た
な
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒
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